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	［３］教育研究評価対象者調書(対象者毎に１枚)

	事業推進担当者　　
(拠点リーダーを含む)
	（所属部局(専攻等)・職名）先端総合学術研究科先端総合学術専攻・教授
　  ふりがな<ローマ字>　　　 こいずみ　よしゆき　<koizumi  yoshiyuki>
（　氏　　　名　）　小泉　義之
（学位及び現在の専門）哲学修士　　哲学・倫理学

	これまでの教育研究の成果、アピールすべき点

本事業推進担当者は、これまでの教育研究の成果や研究活動の実績から、本研究拠点の課題のうち、特に哲学・倫理学に立脚して「生老病死」に関する社会観・生命観を積極的に提示する教育研究活動を中心的に担っていくことが可能であり、世界的な研究拠点形成に寄与し得る。
　担当者のこれまでの研究は、哲学と倫理学において、現代の生命科学・生命技術・先端医療の進展に対応しながら生老病死に関する新たな観点を提出することを行なってきたものである。
　狭義の哲学研究の分野においては、西洋近世哲学を生の観点から再解釈することを試みてきた。すなわち、戦争を生き延びて老人の観点に立った者としてデカルトを捉え直し、そこからデカルト哲学の生命論的含意と倫理的含意を最大限に引き出す研究を進め、単著二冊（『兵士デカルト――戦いから祈りへ』[勁草書房、1995年]、『デカルト＝哲学のすすめ』[講談社、1996年]）を刊行した。また、不可避的に有限にとどまる個体の生を見据えながらも、伝統的な魂の不死性論を近代化した者としてスピノザを捉え直し、そこからスピノザ倫理学の死生観と政治経済観を引き出す研究を進め、学術論文2本（「自己原因から自己保存へ――スピノザ『エチカ』をめぐって」[宇都宮大学教育学部『紀要』44号、1994年]、 「インテリゲンティアの幸福――『エチカ』第四部をめぐって」[『哲学雑誌』109巻781号、1994年]）を発表した。さらに同様の観点と問題意識から哲学・倫理学のさまざまな主要文献の研究を進め、現在に到るまで多くの学術論文（デカルト研究10本、アリストテレス研究・アウグスティヌス研究・スアレス研究・ホッブズ研究・ライプニッツ研究・ヘーゲル研究各1本、ドゥルーズ研究6本、デリダ研究2本など）を発表し、多くの試論発表や対談を行なってきた。そしてこの分野での最近の成果として、単著『ドゥルーズの哲学――生命・自然・未来のために』（講談社、2000年）（本書は2003年に韓国語訳された）、単著『レヴィナス――何のために生きるのか』（NHK出版、2003年）、共著『真理の探究――17世紀合理主義の射程』（知泉書館、2004年）、翻訳ドゥルーズ『意味の論理学』上下（河出書房新社、2007年）などがある。
　哲学・倫理学の他分野への応用、及び哲学・倫理学と他学問の境界領域において、生老病死に関連する研究を進めてきた。先ず、生命倫理学や被害者学における死をめぐるさまざまな議論が死の概念をめぐる曖昧さのために混乱していることを批判し、死と死者と死体を明確に区別する観点から西洋思想と日本思想の幾つかの古典を取り上げ、単著『弔いの哲学』(河出書房新社、1997年)、共著『なぜ人を殺してはいけないのか？』(河出書房新社、1998年)を公刊した。次に、生殖技術・再生医学の進展を見据え生殖・性の意味を捉え直し、単著『生殖の哲学』(河出書房新社、2003年)を公刊した。そして死をめぐる想像や幻想と区別して死と生の狭間の病の独特の有り様を浮き彫りにすべく、単著『病いの哲学』(筑摩書房、2006年)を公刊した。加えて、多くの学術論文と雑誌論文の中から、いわゆる社会的弱者や貧困層の立場から政治経済社会を見直して立て直す方向を考察する論稿を集めて、単著『「負け組」の哲学』(人文書院、2006年)を公刊した。
　教育に重点を置いた教育研究においては、宇都宮大学教育学部では「人権教育」を担当した学部スタッフと共著『人権を考える』（随想舎、1997年）を公刊し、また、各種の教育カリキュラム開発の共同研究と実践に参画し文部省開発研究報告書に宗教性の教育について報告した。立命館大学大学院先端総合学術研究科では独立大学院に固有の教育研究を進め、大学院スタッフと大学院生との共編著『生命の臨界――争点としての生命』（人文書院、2005年）を公刊した。


	教育・研究歴
【履歴】1988年に東京大学大学院人文科学研究科博士課程哲学専攻退学後、埼玉大学教養部非常勤講師を経て、1990年に宇都宮大学教育学部講師。以後、宇都宮大学教育学部助教授・同教授を経て、2001年に立命館大学文学部教授、2002年から立命館大学大学院先端総合学術研究科教授。
【非常勤講師】これまで、栃木県立衛生福祉大学校、済世会宇都宮病院看護専門学校、信州大学人文学部、慶応義塾大学文学部、東京大学文学部・同人文科学研究科、山口大学人文学部、千葉大学人文学部、九州大学文学部、法政大学文学部、大阪大学人間科学部・同研究科などで非常勤講師を勤めた。
【招待講演】これまで、哲学会、日本倫理学会、日仏哲学会、日本社会学会などで、大会シンポジウムなどの講演者として報告を行なった。また、慶応義塾大学教養研究センター極東証券寄附講座などにて講演を行ってきた。



<<表面>>
様式３－３
	 研究業績：主な発表論文名･著書名(論文名,著書名,学会誌名,巻,号,最初と最後の頁,発表年(西暦)の各項目を必ず記載すること。本人に下線を引くこと。)

	【著書】
（単著）『病いの哲学』（筑摩書房、2006年）
　　　　『「負け組」の哲学』（人文書院、2006年）
　　　　『レヴィナス――何のために生きるのか』（NHK出版、2003年）

　　　　『生殖の哲学』（河出書房新社、2003年）

　　　　『ドゥルーズの哲学――生命・自然・未来のために』（2003年、韓国語訳）
　　　　『ドゥルーズの哲学――生命・自然・未来のために』（講談社、2000年）

『弔いの哲学』（河出書房新社、1997年）

『デカルト＝哲学のすすめ』（講談社、1996年）
『兵士デカルト――戦いから祈りへ』（勁草書房、1995年）
（共著）『真理の探究――17世紀合理主義の射程』（知泉書館、2005年）

　　　　『生命の臨界――争点としての生命』（人文書院、2004年）

『なぜ人を殺してはいけないのか？』（河出書房新社、1998年）
（翻訳）ドゥルーズ『意味の論理学』上下（河出書房新社、2007年）

　　　　ドゥルーズ『無人島1969-1974』（河出書房新社、2003年）
【論文】（2003年以降の論文のみ掲載）
（単著）「脳の協同――ガブリエル・タルド『経済心理学』を導入する」『未来心理』2006年06号、pp.40-49．
「脳表面の動的発生」『現代思想』2006年10月号、pp.198-209．
「直観空間と脳空間」『現代思想』2006年7月号、pp.158-171．
「脳理論の創始者としてのデカルト」『科学』2006年3月号、pp.264-268．
「人間個体と真理――病気を事例として」『世界思想』2006年春季号、pp.2-10．
「神の存在証明と宇宙の存在証明」『現代思想』2005年10月号、pp.59-65．

「贖罪の時」『現代思想』2005年8月号、pp.157-163．
「生命理論と生命哲学」『フランス哲学・思想研究』2005年第10号、pp.30-40．
「正常と病理――デュルケム『社会学的方法の規準』に即して」2005年度科研費報告書．
「脳のエクリチュール――デリダとコネクショニズム」『現代思想』2005年2月号、pp.204-226．

「二つの生権力――ホモ・サケルと怪物」慶應義塾大学教養研究センター編『生命の教養学へ』（慶應義塾大学出版会、2005年）pp.67-96．
「生殖技術の善用のために」『神奈川大学評論』2004年3月号、pp.73-81．
「社会構築主義における批判と臨床」『社会学評論』55-3 (2004)、pp.209-222．
「医療と機会平等」2004年度度科研費報告書．
「デカルトのマテーシス――精神・機械・生物」『フランス哲学思想研究』2003年第8号、pp.2-13．

「受肉の善用のための知識――生命倫理批判序説」『現代思想』2003年11月号、pp.76-85．

「言霊を吹き込む死と子ども」『文藝別冊 小林秀雄』2003年8月号、pp.95-102．
【学会発表等】（2003年以降の発表のみ掲載）
　　　　「エゴイストとしての病人」日本倫理学会2004年第55回大会共通課題報告．
「生命理論と生命哲学――ドゥルーズ／ガタリを参照して」日仏哲学会2004年春季シンポジウム報告．

「社会性と生物性」日本社会学会2003年第76回大会シンポジウム２報告．

対談「物語をやめよ！＝「生きる」ことの哲学を構想する」（郡司ペギオ-幸夫氏と）『RATIO』2005年01号．

対談「西田から「哲学」を再開するために」（檜垣立哉氏と）『西田幾多郎――永遠に読み返される哲学』（河出書房新社、2005年）．

対談「「いのち」、ゾーエーとビオスの狭間で」（金森修氏と）『談』2005年74号．

対談「いまこそ「生命の哲学」を！」（檜垣立哉氏と）『本』（講談社, 2003年5月号）．

対談「イデアとゲノムの生命論」（中村桂子氏と）『本』（講談社、2001年1月号）．

インタヴュー「生殖技術の驚異的進展, 新しい生命観の模索を」『朝日新聞』夕刊（2003.7.17）

	 参　考(受賞名及び受賞年度、国際会議発表状況(基調講演、招待講演等を特記)等の積極的に提供すべき情報を記載する。)

	『現代倫理学事典』（弘文堂、2006年）にて9項目を執筆するなど、これまで事典等の執筆もしてきた。
また、2000年から2007年現在までの7年間にわたり『文學界』『文藝』で文芸時評を担当してきてところである。加えて、1999年には『図書新聞』で思想時評などを担当してきた。
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（機関名：　　　　　　拠点のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

